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研究成果の概要（和文）： 
 希少生物であるカワスナガニが生息する宮崎県五ヶ瀬川水系北川感潮域にて、カワスナ
ガニを保全する生態工学的河川環境保全手法を提案するために、生息数の現地調査を継続
し、生活史を解明するために室内生育試験を試みるとともに、室内生育試験では達成が困
難なメガローパの種判別用遺伝子解析を実施できるようにし、河床粒度を主にした生息空
間の特性を解明した。加えて、HEP等の生物生息空間の好ましさを明らかにする手法を利
用して、総合的な判定方法を利用して、保全方法を提案した。提案した保全方法は、塩水
楔の先端付近の岸辺にカワスナガニの成長に応じてもぐりこめる粒度の河床を河川横断方
向に確保すること、および、出水時の土砂輸送・堆積の際にも粒度分布の変化幅が変化し
ないように堆積させる河川構造・構造物を備えることである。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to consider measures to preserve Deiratonotus japonicus 
in the River Kitagawa, Miyazaki Prefecture, Japan. To obtain fundamental data to 
figure out measures for the preservation of the crab, a long term field survey on its 
existing number, its growing tests in laboratories from spawn to juvenile through zoea 
and megalopa, gene analysis to identify the kind of Deiratonotus japonicus in the field, 
and preference tests on the particle size distribution of river bed as well as application 
of the habitat evaluation procedure to estimate suitability of habitats. The 
preservation measure as a research result is the following; 1）the particle diameter of 
sediments should range from a scale of millimeter to about 12mm which corresponds to 
the adult dimension of the crab carapace along the transverse direction at the top edge 
of salt wedge in the river and 2）river structures and/or morphology of the river should 
be provided which can keep the size distribution of sediments at the point on flooding.  
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１．研究開始当初の背景 

生物多様性の減少を防止するため、絶滅危

惧生物を保護するための方策が国内各地の

河川や沿岸域で試みられている。その効果が

現れているところは少なからずあるものの、

必ずしも成功していない。その理由は、生物

と自然環境に関わる科学的知見が限られて

いるために保全コンセプトと採用されてい

る手法に限界があることによる。 

五ヶ瀬川流域北川河川感潮域では、環境省

のレッドデータにてデータ不足種とされて

いるカワスナガニ（Deiratonotus cristatus）
の存在が知られているが、このカワスナガニ

を保全する手法のみならず、生息数、出水や

渇水の影響を受けて増減を繰り返す動的変

動状態、メガローパから成体に移り変わるこ

とを含めた生活史、生育場所等について、十

分なデータが得られていない。まして、幼生

の種判別用遺伝子を解析する試みなど先進

的技術は適用されていない。このような現状

を打破するために、保全方策を提案できるよ

うにすることが、求められていた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、以上の状況に鑑み、以下の項

目を検討対象とした。 

1）カワスナガニの生息数の変動を継続して

調査し、存在数、サイズ、雌雄比率、抱

卵個体数、生育場所を把握する。 

2) カワスナガニの生活史を室内飼育により

孵化から成体まで育てるように努めるこ

とによりメガローパから成体への生育過

程の選好性を明らかにする。 

3) 海域と河口域を一体として捉え、カワス

ナガニを主とする甲殻類の幼生の挙動や

輸送過程を詳細に観測する。 

4) 採捕できたゾエアやメガローパの遺伝子

を解析し、生活史の解明に役立てる。 

5）カワスナガニ等への有害物質の影響を評

価する。 
6）カワスナガニが好む生息空間の物理構造

や水理特性を現地調査と現地実証試験に

より明らかにする。 

7）台風や渇水のような自然変動に対する個

体群の移動を現地調査により解明し、土

砂輸送の大きさと生物個体の追従可能性

を明らかにし、保全のための生息空間を

設計できるようにする。 

8）自己保存機能を有する河川構造の設計法

を検討する。 
 
３．研究の方法 
自然界にて希少な生物群を保全するた

めに必要な検討項目は、 
1）対象生物群の自然界での生息数変動と
生活史を明らかにする、 

2) 減数の激しい生育段階での水域での挙
動や輸送過程を明らかにし予測できる

ようにする、 
3）対象生物群の耐性や選好性を生活史に
わたって水温、水質、光量、底質、水流

等について明らかにする、 
4）対象生物群が好む生息空間の物理構造
や水理特性を明らかにし、HEP の SI
指標にて表示する、 

5）生息環境への台風や渇水のような自然
外力のインパクトを調査し、個体移動の

程度を把握し、群集保全に利用できるよ

うに整理する、 
6）食物連鎖系に則って摂餌し、かつ、捕
食から逃れ得る生育環境を明らかにす

る、 
7）生息空間における種間競合を明らかに
し、いずれの種も調和的に保全できる方

策を確立する、 
8）自然外力にて自己保存、修復機能のあ
る、河床の移動を前提とする河川構造を

採用できるように必要条件を明らかに

する、 
9）遺伝子の劣化を回避するために、ある
程度以上の個体数を保全する方法を考

案する、 
等が必要である。 
 これらの要件を達成するために、本研究

では、宮崎県五ヶ瀬川水系北川の感潮区間

7kmの希少種の多い甲殻類として、アリア
ケモドキ（Deiratonotus cristatus）（希少
種 ）、 カ ワ ス ナ ガ ニ （ Deiratonotus 
japonicus）（情報不足種）、シオマネキ（Uca 



 

 

arcuata）（絶滅危惧 2 類）、ハクセンシオ
マネキ（Uca lactea）（絶滅危惧 2類）、ト
リウミアカイソモドキ（Acmaeopleura 
toriumii）（絶滅危険 2類）など現存 14種
を保全することを目的に、上記の必要項目

を実施する。現地調査、生活史解明室内生

育試験、種判別遺伝子解析、シミュレーシ

ョン、保全方策の提案を行い、希少種の保

全のための技術的方策を体系化する。 
 
４．研究成果 

1）カワスナガニの生息数等の変動 

北川にて、カワスナガニを中心に甲殻類の

存在種、分布密度の調査を継続した。調査結

果は、従来の傾向と大差はなく、成体の夏季

の増加・冬季の減少が見られ、個体数は増加

傾向、抱卵状態に変化はなかった。存在位置

も右岸 5.75km付近、右岸 2.8km付近と変化
がなかった。カワスナガニの生息場所はケフ

サイソガニ、ヒメヒライソモドキとタイワ

ンヒライソモドキと重複していること、モ

クズガ二、トゲアシヒライソモドキ、クロ

ベンケイガニとは重複していないことが明

らかになった。今後の生息数調査は大出水が

ない限り 8月上旬の 1回で十分と結論付けた。 
 

2) カワスナガニの室内飼育 

生活史を確定するために生残率向上を目

的に、餌料密度の増加とゾエアの飼育密度を

低減し、餌、殺菌剤も変更して試みたが、メ

ガローパから成体まで育てることは叶わな

かった。水温を高くすると死亡率が高くなる

ので、水温を下げ気味であったが、逆に成長

速度を下げることとなった。 

 

3)カワスナガニを主とする甲殻類の幼生の

挙動の観測 

 塩水楔上端付近、河口ワンド周辺、沿岸域

にて、季節、潮時を選択してプランクトンを

採捕した。甲殻類のゾエアは多数存在するが

メガローパは多く採捕できなかった。沿岸域

では表層と中低層のいずれも 7月より 9月の

方が採取された幼生の個体数が多かったこ

とは、カニの抱卵率が 7月から 9月にかけて

大きくなることが関係している。 

 

4)採捕できたゾエアやメガローパ遺伝子解

析 

沿岸域でゾエアやメガローパを採捕し種を

同定した結果、18 種類のカニが見つかった。

そのうち確実に同定できたのが 3種類、ほぼ

確実に同定できたのが 7種類、全く同定でき

なかったものが 8種類であった。確実に同定

できた種はクロベンケイガニ、アカテガニ、

イシガニであり、ほぼ確実に同定できたもの

はヒメヒライソモドキ、ハクセンシオマネキ、

ヒライソガニ、トリウミアカイソモドキ、フ

タバカクガニ、ミナトオウギガニ、シワオウ

ギガニである。このうち北川で生息が確認さ

れているものはクロベンケイガニ、アカテガ

ニ、ヒメヒライソモドキ、ハクセンシオマネ

キ、ヒライソガニ、トリウミアカイソモドキ、

フタバカクガニの 7種類である。 
 
5）有害物質の影響評価 

カワスナガニ等への有害物質の影響を評

価するため，北川河口域の底質中の 948 種の

化学物質と 11 種の重金属を調査した。米国

立海洋大気圏局(NOAA)の底質ガイドライン

が設定されている物質についてガイドライ

ン値と実測値とを比較したところ、化学物質

の影響は無視できる程度であり、重金属も As

を除き ERL（水生生物に影響を与える可能性

が少ない濃度）を超える物質はなかった。し

かし、As の検出値は ERL の 2 倍であり、何ら

かの悪影響を与える可能性が無視できない

と考えられた。 

 

6）カワスナガニが好む生息空間の物理構造

の推定と実証 

カワスナガニの生息環境としての河床粒

度の選好性を検討するために、北川右岸 5.75
㎞、および 2.8km地点にて、細粒、中粒、粗
粒の河床を、人工的に現地河床更生材料を利

用して篩い分けにより造成した。その結果、

カワスナガニは成長に伴いより大きな間隙

を有する粗粒河床部へと移動していること

が確認された。このことは、カワスナガニの

成長に伴い河川横断方向で岸側から流心に

向けて移動することを示している。また、北

川右岸 5.75 ㎞地点の河床粒度は調査期間中
大きく変化しなかったが、北川右岸 2.8㎞地
点では変化が激しかった。このことはカワス

ナガニは河床が安定しているところを好む

ことを示している。さらに、カワスナガニ 50
個体にマーキングし一点からの移動速度を

計測したところ、直ちに河床空隙に入り込み、

大きく移動しないことが明らかになった。こ



 

 

のことは、カワスナガニの移動性が高くない

ことを意味している。 
 
7) 保全のための生息環境の設計 
生息環境を定量的に表現するために HEP  

(Habitat Evaluation Procedures)を利用し

て、北川感潮域におけるカワスナガニおよび

主要なカニ(ケフサイソガニ・タイワンヒラ

イソモドキ・ヒメヒライソモドキ・トゲアシ

ヒライソガニモドキ・モクズガニ)計 6 種に

ついて各々の生息環境を定量化した。その結

果、良好な生息環境をおおよそ示しうるよう

になった。カワスナガニにとっての良好な生

息環境は、甲幅相当の粒度を持つ河床がある

ところで、かつ、塩水楔の先端部が位置する

ところが最良の生息環境であることを結論

として得た。ただ、本手法は生存している事

例をもとに推定する手法であり、生存適地に

たまたま生育していない場合には生存非適

地と判断されることから、手法を改善する必

要があることも示した。 

 

8）自己保存機能を有する河川構造のあり方 

カワスナガニの特性として、北川ではメガ

ローパは塩水楔の先端付近でほとんどが着

床すること、着床後の成長過程において縦断

方向の移動性はほとんどないこと、成長過程

において殻長に合わせて生息場所を移動さ

せていること、餌の供給が成長の律速因子に

なっていないことが理解できたことをもと

に保全手法を検討した。その結果、生息場所

としては河川の塩水楔の先端付近で横断方

向に数 mmから 12mm 程度の個体を隠す空間が

河床で確保することが必須であることを明

らかにした。また、河道は安定的であること

が好ましいと考えられるが、安定さの破壊が

もたらす効果は今後の課題である。出水後、

平水に戻った際に横断方向に数 mm から 12mm

程度の個体を隠す空間が河床に存在させう

る仕掛けが必要であるので、そのために河川

形状を操作する、あるいは、河川構造物を設

置して土砂輸送量と堆積土砂粒度を調節で

きるようにすることが望まれる。さらに、こ

のような環境を維持するには、河岸の植生を

適切な状態に保ち、河床の空隙を埋めるよう

な微細土砂の流出を抑制する等の対策も必

要であることを示した。 
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